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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－① 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，学生

の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能しているか。 

(観点に係る状況) 
学期の始めにはシラバスを用いて，授業の内容，進め方に関してガイダンスを行っている（資料７

－１－①－１）。専攻科では各学期の開始から一週間のガイダンス期間を設け，その間に授業内容，進

め方に関するガイダンスを受けた上で，履修科目を決定することが出来る（資料７－１－①－２）。 
新入生に対しては入学直後にオリエンテーションを行い，その中で本校の教育システムを示し，授

業形態，科目の履修，修得，進級要件等の説明を行っている（資料７－１－①－３）。 
また，学級担任からも学習を進める上での指導を行うため，学級担任の手引きを作成して配布して

いる（資料７－１－①－４）。 
自主的学習の助けとなるよう，オフィスアワーを実施するとともに（資料７－１－①－５），試験発

表期間に補講授業を実施している（資料７－１－①－６）。いつでも疑問を解消できるよう電子メール

による質問の受け付けに取り組んでいる学科もある。 
そのほかにも，理解度の低い学生や資格試験受験のために必要に応じて，相談，補講等を行ってい

る（資料７－１－①－７）。 
 
(分析結果とその根拠理由) 
授業の開始時にガイダンスを行うだけでなく，学生がいつでも相談・助言を受けることが出来るよ

う体制が作られている。 
準学士課程は，シラバスを用いて授業に関するガイダンスを学期始めに各学科ごとに実施している。

専攻科は一週間のガイダンス期間を設けることで対応している。新入生に対しては，オリエンテーシ

ョンを活用して教育システムを周知している。また，自主的学習にはオフィスアワーや補習授業を行

うことで勉学支援を行っている。 
以上のことから，学習を進める上でのガイダンスが整備・実施され，また，学生の自主的学習を進

める上での相談・助言を行う体制が整備されているといえる。 
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資料７－１－①－１ 

出典：平成 18年度シラバス 
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資料７－１－①－２ 
 

資料７－１－①－３ 

出典：専攻科学生用手引き 

出典：学生課 
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資料７－１－①－４ 

出典：学級担任の手引き 
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資料７－１－①－５ 
 

出典：教務委員会 
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出典：教務委員会 出典：教務委員会 
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出典：教務委員会 
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資料７－１－①－６ 

 
出典：平成 17年度後期中間試験発表中の補講 
   実施一覧表 
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資料７－１－①－７ 

出典：平成 17年度補習授業に関する報告 
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観点７－１－② 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び厚生施

設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，効果的に利用

されているか。 

(観点に係る状況) 
学生の自主的学習のために，放課後等，図書館，情報処理教育センター，情報演習室が開放されて

いる。図書館，情報処理教育センターの利用規定を（資料７－１－②－１・２）に示す。図書館では

夜間開放を行うとともに，閲覧室を自主的学習にも活用している(資料７－１－②－３)。 
情報処理教育センター及び情報演習室は基本的には放課後のみの開放であるが，指導教員の監督の

下に時間外での利用も可能となっている。どちらも一クラス分の PC が用意されており，自主的学習
に必要な環境が整っている（資料７－１－②－４）。 
また，寮内での自主的学習を助けるために，学生寮の居室にも情報コンセントが用意され，登録，

講習を受けた学生は校内ネットワークに接続し，利用することができるようになっている。 
これらの施設の利用実績については，図書館が入館者数と図書の貸し出し実績を記録している（資

料７－１－②－５）。図書館の利用は試験期間中に増加しており，自主的学習に利用されている。情報

処理教育センター，情報演習室の利用者数は数えてはいないが，放課後は多くの学生が利用しており，

今後は時間外での開放のための環境整備（係員の配置など）が必要である。 
学生用の厚生施設としては，学生食堂，売店，合宿研修施設，談話用のスペースを備えた白雲館が

設置されている（資料７－１－②－６）。また，校内の各所に談話用のテーブル，ベンチが設置されて

いる（資料７－１－②－７）。 
 
(分析結果とその根拠理由) 
自主的学習を行うために，図書館，情報処理教育センター等が開放されている。特に図書館は閲覧

室スペースを活用して時間外（夜間）での自主的学習を可能にしている。 
また，学生用の厚生施設として，食堂，売店，合宿研修施設，談話用スペースを備えた「白雲館」

が設置及び利用されている。 
以上のことから，自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活

環境等が整備され，効果的に利用されているといえる。 
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資料７－１－②－１ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料７－１－②－２ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料７－１－②－３ 

出典：平成 18年度学校要覧 
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資料７－１－②－４ 

資料７－１－②－５ 

出典：情報処理教育センター 

出典：図書館 
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出典：図書館 
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資料７－１－②－６ 

出典：平成 18年度学校要覧 



弓削商船高等専門学校 基準７ 

 - 357 - 

資料７－１－②－７ 

出典：会計課 
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観点７－１－③ 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学等に

関する学習支援が考えられる。）が適切に把握されているか。 

(観点に係る状況) 
学習支援に関する学生のニーズの把握は，年に二回，学級担任による保護者懇談会と各種資格試験

の担当教員が中心になって行われている。保護者懇談会での学習支援体制に対する要望，資格試験や

留学等の相談内容は，学級担任から三主事に報告され，学級担任委員会，厚生補導委員会，寮務委員

会等を通して全教員に周知している（資料７－１－③－１）。また，入学時にもアンケートを行い，ど

のようなことに興味を持っているのか調査を行っている（資料７－１－③－２）。 
各種資格試験の支援は，担当教員を当該資格免許等の保持者から個別に選出し，担当教員を学内に

掲示することで学生に周知し，資格試験に関する窓口となり，相談と試験への対応を行っている（資

料７－１－③－３）。 
また，留学生との懇談会を開催し，学習支援についての要望を把握している（資料７－１－③－４）。 

 
(分析結果とその根拠理由) 
 学習支援に関する学生のニーズの把握は，保護者懇談会と個々の教員が中心に実施され，各種委員

会等を活用して教員に周知している。特に資格試験に関する支援は多岐にわたり，支援内容も充実し

ている。 
 以上のことから，学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されているといえる。 
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資料７－１－③－１ 

出典：平成 17年度後期学級懇談会状況 
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出典：平成 17年度後期学級懇談会状況 
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資料７－１－③－２ 

出典：平成 16年度新入生アンケート結果 
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出典：平成 16年度新入生アンケート結果 
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出典：平成 16年度新入生アンケート結果 
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７－１－③－３ 

出典：学生課 
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資料７－１－③－４ 

出典：外国人留学生との懇談会の懇談概要 
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観点７－１－④ 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能しているか。 

(観点に係る状況) 
各種資格試験のガイダンスは海技試験受験を中心に実施している（資料７－１－④－１）。その他の

資格試験支援は前述（７－１－③）したように，試験の受験相談・指導の窓口となる教員を決め，学

内に掲示している(資料７－１－④－２再掲)。本校への入学動機として，資格試験を目指す学生が少
なくない（資料７－１－③－２）。受験者数と合格者数を資料(７－１－④－３)に示す。入学後，相当
数の学生が資格試験を受験している。なお，合格率を高めることを目的に，資格取得により単位認定

を行う科目も設けている（資料７－１－④－４）。 
商船学科の教育課程を修了すれば，三級海技士試験の筆記試験が免除される。本科で受講した科目

の内容と船舶職員養成施設として教授すべき要件との整合性をシラバスに明記し，口述試験や上級海

技士試験受験のための学習目標を設定しやすくなるよう配慮している（資料７－１－④－５）。 
外国留学に関する支援は緒についたところで，平成 17 年度に国際交流委員会を設置し，学生のニ

ーズを調査中である（資料７－１－④－６）。 
 
(分析結果とその根拠理由) 
資格試験受験のために受験相談・指導を行う担当教員の選出，資格取得学生への単位の認定，商船 

学科におけるシラバスの活用などの支援体制を備えている。 
以上のことから，資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能している 

といえる。 

 



弓削商船高等専門学校 基準７ 

 - 367 - 

資料７－１－④－１ 

出典：教務主事 

出典：商船学科 
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資料７－１－④－２ 

出典：学生課 
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資料７－１－④－３ 

出典：電子機械工学科 
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出典：電子機械工学科 
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出典：情報工学科 



弓削商船高等専門学校 基準７ 

 - 372 - 

資料７－１－④－４ 

出典：平成 18年度シラバス 
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資料７－１－④－５ 

出典：平成 18年度シラバス 
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資料７－１－④－６ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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観点７－１－⑤ 特別な学習支援が必要なもの（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障害のあ  

る学生等が考えられる。）がいる場合には，学習支援体制が整備されているか。 

(観点に係る状況) 
留学生の教育や学習支援について検討するために留学生委員会が設置されている（資料７－１－⑤

－１）。留学生には留学生指導教員とチューターを配置し，生活，授業のサポートを行っている（資料

７－１－⑤－２）。入学直後には主事によるオリエンテーション(資料７－１－⑤－３)，英文による科
目案内（資料７－１－⑤－４）の配布を行っている。留学生は一部の授業を日本語，日本事情に振り

替えて，語学力の向上に努めている（資料７－１－⑤－５）。 
また，留学生が日本固有の文化に触れ日本の習慣を理解し，同級生や地域社会に溶け込めるよう，

年に一度，留学生を対象とした国内旅行を行っている（資料７－１－⑤－６）。 
編入学生については，留学生と同様に主事によるオリエンテーションと所属学科を中心にした補習 

授業などの支援を行っている（資料７－１－⑤－７）。 
 
(分析結果とその根拠理由) 
 留学生に対しては，留学生委員会を設置し，留学生に係る諸問題を検討している。具体的な支援と

して，オリエンテーションの実施，英文科目案内の配布，国内旅行などが行われている。また，編入

学生にはこれらに加えて補習授業も実施している。 
 以上のことから，特別な学習支援が必要なものに対する学習支援体制が整備されているといえる。 
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資料７－１－⑤－１ 

出典：弓削商船高等専門学校外国人留学生規則 
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資料７－１－⑤－２ 

出典：チュートリアル報告書 
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出典：チュートリアル報告書 
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資料７－１－⑤－３ 

出典：平成 18年度第 1回教員会議資料 
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資料７－１－⑤－４ 
 

出典：英文シラバス 
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資料７－１－⑤－５ 

出典：平成 18年度シラバス 



弓削商船高等専門学校 基準７ 

 - 382 - 

 

出典：平成 18年度シラバス 
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出典：平成 18年度シラバス 
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資料７－１－⑤－６ 

出典：学生課 
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資料７－１－⑤－７ 

 

出典：電子機械工学科 
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観点７－１－⑥ 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能してい

るか。 

 
（観点に係る状況） 
本校の学生会は，「学校の指導の下に学生の自発的な活動を通じて，その人物形成を助成し高等専門

教育の目的の達成に資する」ことを目的に設けられており，全学生がその会員になっている（資料７

－１－⑥－１）。 
まず，クラブ活動に関しては，全教員が必ず何らかのクラブ顧問を担当しており，日常の活動では，

時間の許す限り放課後の練習における技術指導や支援を行っている（資料５－４－②－５～11，７－
１－⑥－２）。職員に関しても，技術指導が可能な者を副顧問に任命し，クラブ活動を支援することを

検討している（資料７－１－⑥－３）。さらに，大会や練習試合への参加の際には，顧問による学生引

率だけでなく，船舶免許を有する教職員により実習船「はまかぜ」を利用した移動面での支援も行っ

ている（資料７－１－⑥－４）。また，本校では，体育系クラブのキャプテンを対象に，クラブを運営

していくために相応しいトレーニングについての基礎知識と，クラブ員の人間的成長を助けることが

出来る能力を身に付けることを目的として，年 1回リーダー研修を実施している（資料７－１－⑥－
５）。施設面では，野球専用グランドや，第五種陸上競技場を備えており，非常に充実している（資料

７－１－⑥－６，７）。さらに，AED（半自動除細動器）を導入するなど，全教職員が，学生の不測
の事態に，適切に対処できるような体制作りに努めている（資料７－１－⑥－８）。各クラブは，長期

休暇中の合宿において，顧問等の宿直のもとで，福利厚生施設「白雲館」を利用した宿泊や自炊が可

能である（資料７－１－⑥－９）。また，クラブの部費は，毎年配分の見直しが行われており，各部の

主将及び学生会役員が中心になって原案が作成され，学生総会において決定されている（資料７－１

－⑥－10～12）。 
学生会は，毎年学校が行う商船祭，校内体育大会，新入生の歓迎会などの推進母体となり，学生生

活をより潤いのあるものにするよう努めている。本校では，学生会専用の部屋を設けており，学生主

事および同主事補が中心となって，学生会長を始めとする役員の活動をサポートしている（資料５－

４－②－４，７－１－⑥－13）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
本校におけるクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制は整備され，機能していると判断

される。その根拠として，以下の４項目に代表されるように，十分な人的支援体制が整っていること

が挙げられる。 
 
x 全教員がクラブ顧問を担当している 
x 技術指導が可能な職員による支援を実施している 
x クラブの代表学生にリーダー研修を実施している 
x 全教職員を対象に救急救命講習会を実施している 

 
また，施設面における支援についても，次に挙げられる５項目のように非常に優れている。 
 
x 実習船による移動支援がなされている 
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x 野球専用グランドを保有している 
x 第 5種陸上競技場を保有している 
x 合宿時に福利厚生施設が利用できる 
x 学生会専用の部屋を設けている 

 
さらに，体育系と文化系を問わず，多くの課外活動において優れた成績を修めていることも，充実し

た支援体制による成果の表れである。 
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資料 ７－１－⑥－１ 

出典 弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 ７－１－⑥－２ 

出典 平成 18年度学校要覧 
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資料 ７－１－⑥－３ 

出典 学生課 
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資料 ７－１－⑥－４ 

出典 学生課 
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資料 ７－１－⑥－５ 

出典  学生課 
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資料 ７－１－⑥－６ 

出典 会計課 
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資料 ７－１－⑥－７ 

出典 会計課 
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資料 ７－１－⑥－８ 

出典  学生課 
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資料 ７－１－⑥－９ 

出典  会計課 
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資料 ７－１－⑥－10 

出典 学生課 
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資料 ７－１－⑥－11 

出典 学生課 
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資料 ７－１－⑥－12 

出典 学生課 
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資料 ７－１－⑥－13 

出典 会計課 
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観点７－２－① 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 
 
（観点に係る状況） 
学生指導は，学生主事および同主事補を中心に全教職員が当たり，学生が安心して学校生活を送る

ことが出来るように，厚生補導委員会（委員長：学生主事）での審議事項に基づいて，様々な指導を

行っている（資料５－４－②－１，７－２－①－１，２）。厚生補導委員会では，全学級担任が含まれ

ているなど，教員，職員，及び学生間の情報交換が円滑に行えるよう配慮がなされている（資料７－

２－①－３）。また，学級担任は，学級単位や学生一人一人に対して，学習指導，生活指導，連絡事項

の伝達，相談や要望を聞くなどの役割を果たし，当該教職員や保護者と緊密に情報交換を行っている

（資料７－２－①－４，５）。 
本校では，学生の心身に係わる悩み事に対応するために，保健室に看護師，学生相談室に非常勤の

カウンセラーをそれぞれ配置しており，資料７－２－①－６及び７のような利用実績を得ている（資

料７－２－①－８～11）。さらに，セクシャル・ハラスメントについても規定を設け，被行為者や行
為者への対応が整備されている（資料７－２－①－12）。 
一方，経済的な問題を有する学生に対しては，学級担任からの連絡，ポスター等の掲示物，学生便

覧への記載などを通じて，授業料免除・徴収猶予制度，各種団体による奨学金制度の告知がなされて

いる（資料７－２－①－13～16）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
本校では，厚生補導委員会において学校全体の教育方針を検討し，その決定に基づいて，主として

学級担任が学級単位や個別の指導を行っている。さらに，それを当該教職員がサポートする体制が確

立しており，良好に機能している。また，学生相談室と保健室の利用実績，ならびに奨学金受給状況

から，それぞれの施設や制度が十分に活用されており，学生の精神面と経済面の両面を支援できてい

ると思われる。以上のことから，学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備さ

れ，機能していると判断される。 
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資料 ７－２－①－１ 

出典 弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 ７－２－①－２ 

出典 学生課 
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資料 ７－２－①－３ 

出典 学生課 
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資料 ７－２－①－４ 

出典 学生課 
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資料 ７－２－①－５ 

出典 学生課 
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資料 ７－２－①－６ 

出典 学生相談室 
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資料 ７－２－①－７ 

出典 保健室 
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資料 ７－２－①－８ 

出典：学生相談室の案内 
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資料 ７－２－①－９ 

出典 庶務課 
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資料 ７－２－①－10 

出典 庶務課 
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資料 ７－２－①－11 

出典 学生相談室 
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資料 ７－２－①－12 

出典 弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 ７－２－①－13 

出典 学生課 
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資料 ７－２－①－14 

出典 学生課 
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資料 ７－２－①－16 

資料 ７－２－①－15 

出典 学生課 

出典 平成 17年度学生便覧 
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観点７－２－② 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害のある学生等が考えられる。）がいる

場合には，生活面での支援が適切に行われているか。 
 
（観点に係る状況） 
本校には，毎年２，３名の留学生が編入学しており，彼らが生活面，学習面，及び精神面で安心し

て学校生活を送れるような支援体制が整備されている（資料７－２－②－１，２）。例えば，日本人

の寮生と異なり，宗教的な理由から食べ物の制限を持つ学生が多いため，寮内に留学生専用の調理室

を設置している（資料７－２－②－３）。また，留学生指導教員及び担当事務職員を配置し，チュー

ター学生を任命している（資料７－２－②－４，５）。チューター学生には，年 2 回，チュートリア
ル報告書を作成させ，留学生の修学支援体制の改善に努めている（資料７－２－②－６）。さらに，

学生会主催の留学生交流会や旅行，教職員有志主催のチャットパーティなどを行っている（資料７－

２－②－７，８）。 
障害者用施設に関しては，校内に，スロープ（7箇所），自動ドア（2箇所），専用トイレ（3箇所）

を設置している（資料７－２－②－９）。これらを利用することで，校内１階部分においては，運動機

能障害者であっても大きな負担を強いることなく，学校生活を送ることが可能である。しかしながら，

本校にはエレベータを設置した棟がないことから，現在，検討中である（資料７－２－②－10）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
留学生に対する支援体制として，学寮における専用調理室の設置，留学生指導教員及び担当事務職

員の配置，チューター学生の任命，及び交流会の開催などがある。これらにより，留学生の充実した

学校生活に関する環境作りが図られている。 
本校内の施設には，多数の障害者用設備が設けられている。また，今後建設を予定している専攻科

棟には，エレベータの設置計画があり，これにより校内のバリアフリー化が一層進み，身体障害学生

の受け入れ態勢が整うものと期待される。 
以上のことから，留学生に対する生活面での支援は，既存の施設や制度が十分に活用されており支

援が適切に行われている。一方，障害者の受け入れ態勢は，既存の設備では不十分であるが，改修に

向けた計画がなされている。 
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資料 ７－２－②－１ 

出典 学生課 
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資料 ７－２－②－２ 
 

出典：弓削商船高等専門学校外国人留学生規則 
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資料 ７－２－②－３ 

出典 学生課資料 
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資料 ７－２－②－４ 

出典 学生課 
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出典：弓削商船高等専門学校事務分掌規則 

 
資料 ７－２－②－５ 
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資料 ７－２－②－６ 

出典 学生課 
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資料 ７－２－②－７ 

出典 学生課 
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資料 ７－２－②－８ 

出典 葛目幸一教授 
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資料 ７－２－②－９ 

出典 会計課 
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資料 ７－２－②－10 

出典 会計課 
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観点７－２－③ 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能して

いるか。 
 
（観点に係る状況） 
本校の学生寮は，寮務主事および同主事補を中心に「団体生活を通して，友愛，協調及び自主性の

精神を培い，責任と規律ある習慣を体得させ，将来にわたる人間形成に資する」ことを目的に運営さ

れている（資料７－２－③－１）。 
男子１，２年生は，原則として全寮制であり，それ以外の学生については，許可入寮制となってい

る。また，男子１年生には２人部屋，３年生以上と女子寮生には個室が与えられている。各棟各階に

は，補食談話室が設けられており，寮生は簡単な調理が可能であり，また交流の場としても利用され

ている。各居室には，勉強机が設置されているため，寮生は，平日の自習時間等を利用して，自室で

勉学に集中できる環境になっている（資料７－２－③－２，３）。また，宿直教員が自習時間の見回り

を行うなど，きめ細かな指導・支援体制を採っている。さらに，寮生は，各棟の PC 室に備えられた
パソコンだけでなく，居室からも個人で購入したパソコンを使ってインターネットへ接続が可能であ

り，自習環境の充実を図っている（資料７－２－③－２～４）。寮生の指導には，全教員が当たること

を原則としており，輪番で宿日直を担当している（資料７－２－③－５～７）。 
学生寮運営及び寮生に関する事項を審議するために，寮務委員会が設置されている（資料７－２－

③－８）。また，事務系職員２名からなる寮務係が，寮内事務室に置かれており，学生寮の管理運営に

関する事務，施設，設備，会計の事務処理を行っている（資料７－２－③－４）。さらに，寮生会は全

寮生をもって構成され，寮務関係教員と連絡をとりながら，寮生活が健全にかつ有意義に営まれるこ

とを目的とし，寮生会役員を中心とした活動が行われている（資料７－２－③－９）。 
近年，入寮希望者が増加傾向にあるため，若干ながら最大収容人数を上回る状況にある。そのため，

部分改修が 17年度補正予算で予算措置され，18年度秋頃完成の予定で，19年度の増加に対応できる
ことになった（資料７－２－③－10）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
学生寮が，学生の生活及び勉学の場として有効に機能していると判断できる。 
その根拠としては，各棟各階にある補食談話室，各居室に設置された勉強机，居室から利用可能な

インターネットといった設備面の充実や，宿直教員による自習時間の巡回，寮内に常駐する事務系職

員などの生活の支援体制が整っていることが挙げられる。また，入寮希望者の増加は，学生寮の生活・

学習支援体制が円滑に営まれ，高く評価されていることの裏付けと考えられる。それらに対応して，

入寮希望者全員を収容できるよう施設の部分改修が予定され，19年度の増加に対応できることになっ
た。 
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資料 ７－２－③－１ 

 

出典 弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 ７－２－③－２ 

出典 寮生活のしおり 
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資料 ７－２－③－３ 

出典 学寮の現状と課題 
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資料 ７－２－③－４ （A棟 1階部分は，改修予定） 

出典 会計課 



弓削商船高等専門学校 基準７ 

 - 433 - 
 

資料 ７－２－③－５ 

出典 弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 ７－２－③－６ 

出典：学生寮宿日直勤務割振り表 
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資料 ７－２－③－７ 

出典 学生課 
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資料 ７－２－③－８ 

出典 弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 ７－２－③－９ 

出典 学生課 
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資料 ７－２－③－10 

出典 学生課 
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観点７－２－④ 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 
（観点に係る状況） 
本校の準学士課程では，教務委員会が進学指導に関する事項を管轄している（資料７－２－④－１，

２）。具体的な進学希望学生への支援としては，大学教員を招いた説明会などがあり，学生の進学相談

には，進路指導主任を中心に学科単位で支援を行っている（資料７－２－④－３）。 
一方，就職指導に関しては，各学科の進路指導主任が主な実務に当たる就職指導委員会が担当して

おり，進路指導主任が中心となり就職に関係する会社の訪問等も行っている（資料７－２－④－４～

８）。また，学科ごとに，進学や就職に必要な資料が整理・保管されており，自由に閲覧することが可

能である（資料７－２－④－９）。就職指導の一環として，４年次のインターンシップ報告会や，年に

数回企業等の人事部に属する外部講師を招いた講演会が実施されている（資料７－２－④－10～12）。
さらに，電子機械工学科と情報工学科は，５年次春に行われる保護者を交えた進路懇談会以外に，毎

年２回行われる定期懇談会においても，保護者と学級担任の間で進路に関する情報交換が行われてい

る（資料７－２－①－５，７－２－④－13）。 
本校の専攻科課程では，学校推薦などに関する就職指導を，主として準学士課程の進路指導主任と

専攻科長が行い，各専攻主任やその他の教員がサポートに当たる。また，大学院進学に関する相談や，

推薦書等の書類作成には，専攻主任や特別研究指導教員が主体となって指導に当たっている（資料７

－２－④－14）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
就職が厳しい状況にあっても，本校は毎年ほぼ 100％の就職率を達成している。このことは，大学

教員を招いた説明会，インターンシップ報告会，企業等の人事部に属する外部講師による講演会など

のような学校単位や学科単位の指導体制と，進路指導主任による学生や保護者へのきめ細かな個別対

応の成果である。従って，就職や進学などの進路指導を行う体制が十分に整備され，円滑に機能して

いると判断される。 
ただし，専攻科課程については，平成 17 年度に設置されたばかりであるため，企業や大学に関す

る資料，及び進路指導に必要な様々なノウハウを充実させる過渡期にある。従って，今後は，これら

の情報収集に務め，指導体制を確立させることが課題である。 
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資料 ７－２－④－１ 

出典 弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 ７－２－④－２ 

出典 学生課 
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資料 ７－２－④－３ 

出典 学生課 
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資料 ７－２－④－４ 

出典 弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 ７－２－④－５ 

出典 学生課 
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資料 ７－２－④－６ 

出典 情報工学科進路指導主任 
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資料 ７－２－④－７ 

出典 情報工学科進路指導主任 
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資料 ７－２－④－８ 

出典 情報工学科進路指導主任 
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資料 ７－２－④－９ 

出典 情報工学科 
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資料 ７－２－④－10 

出典 インターンシップ報告会 
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資料 ７－２－④－11 

出典 学生課 
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資料 ７－２－④－12 

出典 学生課 
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資料 ７－２－④－13 

出典 情報工学科進路指導主任 
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資料 ７－２－④－14 

出典 専攻科学生用手引
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（２）優れた点と改善する点 

（優れた点） 
学生の自主的学習のための施設として，図書館の時間外利用も可能にしている。学生寮は入寮希望

者が増加しており，学生の生活及び学習の場として学生，保護者から高く評価されている。さらに，

進路指導体制が有効に機能し，就職率と進学率がほぼ 100％を維持している。 
（改善する点） 
バリアフリーという点で，エレベータが設置されていないため，専攻科棟の建設時には設置予定で

ある。 
 
（３）基準７の自己評価の概要 

学生が学習する上での指針は，入学時に全体像が示され，個々の科目については年度当初に学習内

容や進め方についてガイタンスがあるとともに，いつでも相談，支援を受けることの出来る体制が整

っている。また，自主的学習をおこなうためのスペースや設備も用意されている。留学生，編入学生，

及び資格試験受験者への学習支援体制も整備されている。 
学生の生活指導や課外活動については厚生補導委員会を中心にした適切な支援体制が整っている。 
学生寮は生活の場としてだけでなく，勉学の場として機能するために全教員による宿日直指導が行

われ，自主的学習を支援するための環境整備も充実している。 
就職，進学希望者には適切な指導を行うことにより，毎年ほぼ 100％の就職率，進学率を保ってい

る。 
 


